
令和５年度 「国語に関する世論調査」 の主な結果

国語に関心があるか

 国語に「関心がある」は
約8割

 関心がある点は多い順に
   「日常の言葉遣いや
話し方」
「敬語の使い方」
「文字や表記の仕方
あるいは文章の書き方」
「言葉の意味・由来や
国語の歴史」

関心がある点（複数回答）SQ

「関心がある」と回答した人（80.９％）に

n=2,879

国語に関心があるかQ

1

平成７年度
から

毎年度実施

実施時期：令和６年1月16日～3月13日 母集団：全国16歳以上の個人
調査対象総数：6,000人 有効回収数（率）：3,559（59.3％）
調査方法：郵送法（感染症対策のため令和２年度に面接聴取法から変更） 抽出方法：層化２段無作為抽出法

文化審議会国語分科会の審議に
データ資料として提供調査結果の活用 国民の国語への興味・関心を喚起

どのローマ字表記が読み書きしやすいか

 伸ばす音は符号を付けた書き方が
読み書きしやすい人が多い

 「ン」は「ｍ」ではなく「ｎ」を使う書き
方が読み書きしやすい人が９割強

どの書き表し方が読み書きしやすいと思うかQ

日本語の特徴で魅力を感じるところ

 「漢字や平仮名、片仮名などの様々
な文字」が最も多い

 次いで「敬語などの敬意を表す言葉
遣い」
「季節や気候を表す言葉が多様で
あること」
「ことわざなどの古くからある言葉」
「擬声語・擬態語が多様であること」
「直接的でなく、それとなく伝える
言葉遣い」

日本語の特徴と言われることについて、どのようなところに魅力を感じるか（複数回答）Q
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平成30年度

令和３年度
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関心がある（計）
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38.3 
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14.0 

・日常の言葉遣いや話し方

・敬語の使い方

・文字や表記の仕方あるいは文章
の書き方

・言葉の意味・由来や国語の歴史

・新語・流行語

・パソコン・スマートフォンなどの
情報機器が国語に与える影響
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40.3 

39.3 

38.0 

29.0 

28.8 

・漢字や平仮名、片仮名などの様々な文字

・敬語などの敬意を表す言葉遣い

・季節や気候を表す言葉が多様であること

・ことわざなどの古くからある言葉

・擬声語・擬態語が多様であること

・直接的でなく、それとなく伝える言葉遣い

・話し言葉の音の響き

・方言が多様であること
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4.0 5.4 

8.1 
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【 問１ 】

【 問４ 】

【 問５ 】

言語資源小委(R6.9.26)

資 料 ２



令和５年度 「国語に関する世論調査」 の主な結果
2

１か月に読む本の冊数

 １か月に本を「読まない」人が６割強
 「読まない」と回答した人のうち、SNS、インターネット
記事を読む割合は７割台半ば

Q １か月に大体何冊くらい本を読んでいるか

読書量の変化

 以前に比べて「読書量は減っている」人が約７割
 減っている理由は「情報機器で時間が取られる」が
４割台

読書量は以前に比べて減っているか、増えているかQ

 電子書籍を「利用する」人が４割

電子書籍の利用

Q ふだん、電子書籍を利用しているか
SQ

電子書籍と紙の本・雑誌・漫画の、どちらを
利用することが多いか

電子書籍を「利用する」と回答した人（40.3％）に

※ 本には、電子書籍を含む。雑誌・漫画は除く。

SQ1
本以外の文字・活字による情報（SNS、インターネット
記事など）を読むことがどのくらいか

「読まない」と回答した人（62.6％）に

n=2,228

SQ2 読む本をどのように選んでいるか（複数回答）
「１か月に１冊以上読んでいる」と回答した人（36.9％）に

n=1,313
（令和５年度）

46.1 

47.5 

47.3 

62.6 

53.4 

52.3 

52.6 

36.9 

平成20年度

平成25年度

平成30年度

令和５年度

読まない １冊以上（計）

75.3 

6.3 

4.1 

3.5 10.4 

ほぼ毎日ある 週に３～５日くらいある 週に１、２日くらいある

月に数日くらいある ほとんどない

66.7 

27.9 

21.6 

15.4 

18.2 

57.9 

33.4 

25.0 

14.7 

11.8 

平成30年度
令和５年度

・書店で実際に手に取って選ぶ

・インターネットの情報を利用して選ぶ

・図書館や図書室で実際に手に取って選ぶ

・友人や知人、家族などから勧められた
ものを選ぶ

・広告を参考にする

SQ 読書量が減っているのはなぜか（複数回答）
「読書量は減っている」と回答した人（69.1％）に

64.6 

65.1 

67.3 

69.1 

25.3 

26.3 

24.3 

24.5 

8.6 

7.4 

7.1 

5.5 

平成20年度

平成25年度

平成30年度

令和５年度

読書量は減っている

読書量はそれほど変わっていない

読書量は増えている

n=2,458
（令和５年度）

36.5 

49.4 

37.2 

18.6 

43.6 

38.9 

31.2 

19.8 
平成30年度
令和５年度

・情報機器で時間が取られる

・仕事や勉強が忙しくて読む
時間がない

・視力など健康上の理由

・テレビの方が魅力的である

(％)

※ 電子書籍には、雑誌・漫画を含む。

※ 本には、電子書籍を含む。雑誌・漫画は除く。

n=1,436
（令和５年度）

15.0 

8.0 

25.3 

17.2 

38.2 

38.7 

20.6 

35.1 

よく利用する
たまに利用する
紙の本・雑誌・漫画しか読まない
紙の本・雑誌・漫画も電子書籍も読まない

利用する（計） 40.3

（計） 25.2

平成30年度

令和５年度 7.9 

6.7 

40.5 

27.8 

21.4 

21.9 

29.5 

43.0 

電子書籍しか読まない
電子書籍の方が多い
同じくらい
紙の本・雑誌・漫画の方が多い

平成30年度

令和５年度

(％)

(％)

(％)

(％)

(％)

(％)
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【 問８ 】

【 問７ 】

【 問10 】



令和５年度 「国語に関する世論調査」 の主な結果
３

新しい表現を使うか・気になるか

 「時間や手間をかけずに終わら
せる」といった意味で
「さくっと終わらせる」を使う人
が５割台半ば

 ほかの人が「まったりする」
「がっつり食べよう」を使うのが
気にならない人が８割台半ば

使うことがあるか （使うことがある）Q

※ 調査した七つの言葉は擬態語である。
新しい意味や使い方が辞書に記載され
はじめたものについて取り上げた。

ほかの人が使うのが気になるか （気にならない）Q
(％)

言葉の言い方

 「間髪を入れず」
「綺羅星のごとく」
「好事魔多し」は、
辞書等で本来の言い方とされ
てきたものとは異なる言い方を
使っている人が多い

どちらの言い方をするかQ

91.0 

6.5 

(％)
<間髪を入れず>

「間髪を入れず」と
続けて言う

「間、髪を入れず」
と区切って言う

88.6

9.2

(％)
<綺羅星のごとく>

「綺羅星のごとく」と
続けて言う

「綺羅、星のごとく」
と区切って言う

65.3 

30.6 

(％)

<好事魔多し>

「好事魔、多し」と
区切って言う

「好事、魔、多し」
と区切って言う

※ それぞれ下の方 が辞書等で本来の言い方とされてきたもの

言葉の意味

 「悲喜こもごも」
「悪運が強い」
「うがった見方をする」
「失笑する」は、
辞書等で本来の意味とされて
きたものとは異なる意味だと
思っている人が多い

どちらの意味だと思うかQ

※ それぞれ下の方 が辞書等で
本来の意味とされてきたもの

24.3 

67.2 

(％)
<悪運が強い>

悪い状況になっても、うまく
助かる様子

悪い行いをしたのに、報いを
受けずにいる様子

68.5 

24.4 

(％)
<煮え湯を飲まされる>

敵からひどい目に遭わされる

信頼していた者から裏切ら
れる

32.7 

60.7 

(％)
<うがった見方をする>

疑って掛かるような見方をする

物事の本質を捉えた見方をする

26.4 

67.0 

(％)
<失笑する>

笑いも出ないくらいあきれる

こらえ切れず吹き出して笑う
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56.2 

52.6 

52.6 

46.3 

41.4 

40.9 

20.0 

82.3 

81.9 

85.7 

85.1 

80.6 

75.6 

59.4 

使うことがある

気にならない

・「時間や手間をかけずに終わらせる」といった意味で
 「さくっと終わらせる」と言う

・「動物などがふんわりと柔らかそう」といった意味で
 「もふもふしている」と言う

・「ゆっくり、のんびりする」といった意味で
 「まったりする」と言う

・「ときめきを感じる」といった意味で
 「きゅんきゅんする」と言う

・「しっかり、たくさん食べよう」といった意味で
 「がっつり食べよう」と言う

・「筋金入りの車好き」といった意味で
 「ごりごりの車好き」と言う

・「曖昧ではっきりしない目標」といった意味で
 「ふわっとした目標」と言う

【 問15 】

【 問14 】

【 問12・13 】

49.7 

43.4 

(％)
<悲喜こもごも>

悲しむ人と喜ぶ人が様々に
いること

悲しみと喜びを次々に
味わうこと



1


文
字
・活
字
文
化
の
発
信
拠
点
・担
い
手
の

活
性
化

(ネ
ット
ワ
ー
ク
の
構
築

)

文
字
・活
字
コン
テ
ン
ツ
の
再
発
見
、活
用


文
字
・活
字
に
親
し
み
、触
れ
る
機
会

(読
書

環
境

)の
充
実


文
字
・活
字
文
化
を
活
用
し
た
地
域
振
興

我
が
国
に
は
、地

域
に
根
差
した
生
活
や
行
事
、歴

史
や
人
物
等
を
題
材
とす
る
小
説
、

郷
土
史
、人

物
伝
な
ど、
地
域
に
由
来
し、
親
しま
れ
、育

ま
れ
て
き
た
多
様
で
豊
か
な
文

字
・活
字
文
化
が
存
在
。

一
方
で
、近

年
、文

字
・活
字
文
化
の
発
信
拠
点
・担
い
手
で
あ
る
地
域
の
書
店
や

出
版
社
等
は
急
減
し、
人
々
の
読
書
機
会
も
減
少
傾
向
に
あ
る
。

文
字
・活
字
に
親
しみ

、触
れ
る
機
会
の
減
少
は
、文

字
・活
字
文
化
の
衰
退
へ
と繋

が
り、
さら
に
は
、地

域
間
格
差
も
増
大
す
る
お
そ
れ
が
あ
り、
文
字
・活
字
文
化
の
振
興
、

普
及
に
向
け
た
取
組
は
急
務
とな
って
い
る
。

地
域
に
お
け
る
文
字
・活
字
文
化
の
発
信
拠
点
・担
い
手
で
あ
る
書
店
、出

版
社
、大

学
、文

学
館
・図
書
館
等
関
係
機
関
が
連
携
・協
働
して
実
施
す
る
特
色
あ
る
取
組
（
地
域

に
存
す
る
文
学
作
品
等
を
活
用
し
た
取
組
等
）
を
支
援
し、
文
字
・活
字
文
化
の
振
興
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
。事

業
は
、今

後
の
横
展
開
に
資
す
る
よ
うな
モ
デ
ル
事
例
の
創
出
に
向
け

た
実
証
研
究
とし
て
実
施
。併

せ
て
、成

果
発
表
報
告
会
も
実
施
し、
好
事
例
の
提
供
な
ど事

業
成
果
を
広
く全
国
に
発
信
・普
及
す
る
。

令
和

7年
度
要
望
額

12
1百

万
円

（
新
規
）

ア
ウ
ト
プ
ット
（
活
動
目
標
）

中
期
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

長
期
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

件
数
・単
価

8件
×

13
百
万
円

交
付
先

民
間
団
体
等

令
和
９
年
度

文
字
・活
字
文
化
の
振
興
モ
デ
ル
事
例
が

８
件
以
上
創
出
され
る

令
和

10
年
度
以
降

モ
デ
ル
事
例
が
横
展
開
され
、

文
字
・活
字
文
化
の
振
興
・普
及
が
図
られ
る

令
和

7年
度

文
字
・活
字
資
源
を
活
用
した
特
色
あ
る
取
組

の
実
施
件
数
：

8件

文
字
・活
字
文
化
資
源
活
用
推
進
事
業


文
字
・活
字
文
化
振
興
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
九
十
一
号
）

（
基
本
理
念
）

第
四
条

国
は
、前

条
の
基
本
理
念
※
（
中
略
）
に
の
っと
り、
文
字
・活
字
文
化
の
振
興

 に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
策
定
し、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

※
基
本
理
念
とし
て
、居

住
す
る
地
域
等
に
か
か
わ
らず
、等

し
く豊
か
な
文
字
・活
字
文
化
の
恵
沢
を
享
受

  
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こと
、そ
して
、文

字
・活
字
文
化
の
振
興
に
当
た
って
は
国
語
が
日
本
文
化

の
基
盤
で
あ
る
こと
に
十
分
配
慮
す
る
こと
が
規
定
され
て
い
る
。


経
済
財
政
運
営
と改

革
の
基
本
方
針

20
24

(令
和

6年
6月

閣
議
決
定

)
書
籍
を
含
む
文
字
・活
字
文
化
の
振
興
（
書
店
と図

書
館
等
との
連
携
促
進
及
び
読

書
バ
リア
フリ
ー
の
推
進
を
含
む
。）
や
書
店
の
活
性
化
を
図
る
。

大
学

作
家

関
係
機
関
等
が
連
携
し
、協
働
し
、地
域
が

有
す
る
文
字
・活
字
文
化
資
源
を
活
用
し
た

特
色
あ
る
取
組


文
字
活
字
文
化
資
源
活
用
推
進
事
業

(委
託

) 
12

1百
万
円
（
新
規
）

•地
域
が
有
す
る
文
字
・活
字
資
源
を
活
用
した

特
色
あ
る
取
組
を
支
援

8地
域

 （
取
組
例
）

  
・関
係
機
関
に
点
在
す
る
文
学
作
品
や
ゆ
か
りの
あ
る
作
家
等

  
を
つ
な
い
で
地
域
に
お
け
る
文
字
・活
字
プ
ラン
を
企
画
し、

 
文
字
活
字
に
親
しむ
機
会
（
書
評
会
、展

覧
会
等
）
を
連

続
的
・重
層
的
に
提
供
す
る
こと
等

•成
果
発
表
報
告
会

【連
携
・協
働
の
イ
メ
ー
ジ
】

書
店

出
版
社

学
校
図
書
館

博
物
館

文
学
館
等

背
景
・課
題

事
業
内
容

４



1

信
頼
で
き
る
言
語
資
源
とし
て
の
現
代
日
本
語
の
保
存
・活
用
の
た
め
の

デ
ジ
タ
ル
基
盤
整
備
事
業

日
本
語
を
は
じ
め
とす
る
言
語
は
、言

語
の
デ
ー
タベ
ー
ス
（
言
語
コー
パ
ス
）
を
整
備
、公

開
す

る
こと
に
よ
り、
学
術
研
究
、A

I開
発
を
含
め
た
自
然
言
語
の
情
報
処
理
、言

語
教
育
、言

語
政
策
、

辞
書
編
纂
等
に
幅
広
く活
用
され
て
い
る
。

英
国
、米

国
、仏

国
、韓

国
等
の
諸
外
国
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
母
語
の
言
語
コー
パ
ス
（
書
き
言

葉
・話
し言

葉
を
大
量
に
集
め
、検

索
可
能
に
した
デ
ー
タベ
ー
ス
）
を
国
とし
て
整
備
す
る
とと
も
に
、

随
時
デ
ー
タを
追
加
・更
新
して
い
る
。

我
が
国
に
お
い
て
も
、現

代
日
本
語
を
国
内
外
で
活
用
・普
及
し、
科
学
技
術
に
資
す
る
観
点
か

ら、
言
語
コー
パ
ス
の
整
備
（
過
去
に
整
備
した
コー
パ
ス
の
拡
充
）
を
図
る
こと
が
不
可
欠
で
あ
る
。

現
状
・課
題

国
（
独
立
行
政
法
人
国
立
国
語
研
究
所
）
が

20
05
年
ま
で
の
デ
ー
タで
整
備
した
「現
代
日

本
語
書
き
言
葉
均
衡
コー
パ
ス
」に
、2

00
6年

か
ら2

02
5年

ま
で
の

20
年
分
の
日
本
語
デ
ー
タ

を
追
加
し、
１
億
語
規
模
か
ら２

億
語
規
模
の
現
代
日
本
語
コー
パ
ス
に
拡
充
す
る
。

（
米
国
：
約

2億
2千

万
語
、仏

国
：
約

2億
6千

万
語
の
国
費
コー
パ
ス
）

書
籍
、新

聞
等
か
ら、
現
代
日
本
語
の
縮
図
とな
る
よ
うに
統
計
的
に
適
切
な
文
の
サ
ン
プ
ル
を

選
択
・特
定
し、
著
作
権
処
理
を
した
上
で
、日

本
語
の
品
詞
、意

味
、文

構
造
等
の
情
報
を
付

与
し、
電
子
デ
ー
タ化

を
図
る
。令

和
6年

度
か
ら令

和
10
年
度
ま
で
の

5カ
年
で
１
億
語
を
追
加

す
る
。

12
1百

万
円

事
業
内
容

令
和

7年
度
要
求
額

12
1百

万
円

（
前
年
度
予
算
額

12
1百

万
円
）

事
業
実
施
期
間

令
和
６
年
度
～
令
和

10
年
度

件
数
・単
価

１
箇
所

×
約

1.
2億

円
交
付
先

国
立
国
語
研
究
所

語
ご
との
情
報
付
与
の
実
施
件
数

ア
ウ
ト
プ
ット
（
活
動
目
標
）

短
期
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

公
開
サ
イト
へ
の
ア
クセ
ス
数

令
和

5年
度

約
99
万
回

→
令
和
７
年
度

10
0万

回
令
和

6年
度

令
和

7年
度

令
和

8年
度

2千
万
語

2千
万
語

2千
万
語

長
期
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

コー
パ
ス
の
商
業
利
用
契
約
数

令
和

5年
度

約
70
件

→
令
和

11
年
度
以
降

80
件

○
信
頼
で
き
る
言
語
資
源
とし
て
の
現
代
日
本
語
の
保
存
・活
用

の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
基
盤
整
備
事
業
＜
令
和

6年
度
～
＞

●
言
語
コ
ー
パ
ス
の
活
用
例

・
言
語
研
究

一
般
言
語
学
、日

本
語
学
な
ど個

別
言
語
の
研
究
、複

数
言
語
の

   
   

   
   

   
   

   
コー
パ
ス
の
比
較
に
よ
る
対
照
言
語
学

・
情
報
処
理

音
声
自
動
認
識
の
た
め
の
言
語
モ
デ
ル
、音

響
モ
デ
ル
の
構
築

自
然
言
語
処
理
の
た
め
の
言
語
モ
デ
ル
の
構
築
、機

械
翻
訳

な
ど

・
言
語
教
育

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
材
開
発

日
本
人
の
た
め
の
教
材
開
発

・
言
語
政
策

常
用
漢
字
表
や
語
彙
な
どを
検
討
す
る
た
め
の
基
礎
資
料

・
辞
書
編
纂

用
例
の
検
索

語
と語

の
つ
な
が
りの
傾
向
把
握

・
AI
の
学
習

生
成
型

AI
等
の
基
とな
る
大
規
模
言
語
モ
デ
ル
の
精
度
を
高
め
る
た
め
の

   
   

   
   

   
   

  再
学
習
（
ファ
イン
・チ
ュー
ニ
ン
グ
）
に
お
け
る
規
範
デ
ー
タと
して
の
使
用

【経
済
財
政
運
営
と改

革
の
基
本
方
針

20
24
】
（
令
和

6年
6月

閣
議
決
定
）

３
．
投
資
の
拡
大
及
び
革
新
技
術
の
社
会
実
装
に
よ
る
社
会
課
題
へ
の
対
応

（
Ａ
Ｉ
・半
導
体
）

Ａ
Ｉ
に
関
す
る
競
争
力
強
化
と安

全
性
確
保
を
一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
、「
統
合
イノ
ベ
ー

シ
ョン
戦
略

20
24
」に
基
づ
き
、官

民
連
携
の
下
、デ
ー
タ整

備
を
含
む
研
究
開
発
力
の
強
化

や
利
活
用
の
促
進
、計

算
資
源
の
大
規
模
化
・複
雑
化
に
対
応
した
イン
フラ
の
高
度
化
、個

人
の
ス
キ
ル
情
報
の
蓄
積
・可
視
化
を
通
じた
人
材
の
育
成
・確
保
を
進
め
る
（
略
）

【統
合
イ
ノベ
ー
シ
ョン
戦
略

20
24
】
（
令
和

6年
6月

閣
議
決
定
）

別
添
４
．
官
民
連
携
に
よ
る
分
野
別
戦
略
の
推
進

（
戦
略
的
に
取
り組

む
べ
き
基
盤
技
術
）
（
１
）
Ａ
Ｉ
技
術

国
立
国
語
研
究
所
の
「現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コー
パ
ス
」に
つ
い
て
、2

02
4年

度
か

ら、
20

06
年
以
降
の
日
本
語
デ
ー
タを
順
次
追
加
し、
１
億
語
規
模
か
ら２

億
語
規
模
の
現

代
日
本
語
コー
パ
ス
に
拡
充
。

５



1

令
和

7年
度
要
求
・要
望
額

10
6百

万
円

（
前
年
度
予
算
額

70
百
万
円
）

ア
ウ
ト
プ
ット
（
活
動
目
標
）

短
期
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

長
期
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

・
国
語
に
関
す
る
実
態
調
査
の
結
果
の

国
語
分
科
会
の
審
議
に
反
映

・
国
語
問
題
研
究
協
議
会
・国
語
課
題
懇
談
会
の
開
催

・
危
機
的
な
言
語
・方
言
の
活
性
化
・調
査
の

基
礎
デ
ー
タの
追
加
、啓

発
事
業
の
開
催

・全
国
紙
等
で
の
報
道
、国

民
の
関
心
大

・国
語
施
策
の
政
府
方
針
へ
の
反
映

・国
語
施
策
情
報
ペ
ー
ジ
の
ア
クセ
ス
数
増

・危
機
的
な
言
語
・方
言
の
基
礎
デ
ー
タや

ア
ー
カイ
ブ
へ
の
ア
クセ
ス
数
増

・国
語
施
策
が
国
民
に
自
然
な
形
で
受
け

入
れ
られ

、社
会
生
活
に
お
け
る
国
語
に

よ
る
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
円
滑
化

・危
機
的
な
言
語
・方
言
に
関
す
る
認
知

度
、理

解
度
の
向
上

国
語
に
関
す
る
実
態
調
査
、危
機
的
な
状
況
に
あ
る
言
語
・方
言
の
活
性
化
・調
査
研
究
事
業
等

国
語
施
策
とし
て
は
、言

語
生
活
に
お
い
て
困
って
い
る
こと
な
どの
実
態
を
具
体
的
に
把
握
し、
対
応
す
べ
き
も
の
を
見

定
め
る
必
要
が
あ
る
。そ
の
上
で
、文

化
審
議
会
国
語
分
科
会
の
検
討
に
基
づ
き
、国

民
が
必
要
に
応
じて
参
照
で
き
る

考
え
方
や
よ
りど
ころ
を
整
え
、周

知
して
い
くこ
とが
求
め
られ
て
い
る
。

近
時
の
課
題
に
つ
い
て
は
、「
国
語
分
科
会
で
今
後
取
り組

む
べ
き
課
題
（
報
告
）
」（
令
和
５
年

3月
）
とし
て
取

りま
とめ
た
とこ
ろ
で
あ
り、
令
和
７
年
度
に
お
い
て
は
基
本
語
彙
、適

切
な
表
現
の
在
り方

等
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
進

め
て
い
く必
要
が
あ
る
。

ま
た
、国

連
（
ユ
ネ
ス
コ）

、ア
イ
ヌ
施
策
推
進
法
等
に
お
い
て
、消

滅
の
危
機
に
あ
る
言
語
・方
言
の
保
存
・継
承
に

向
け
た
環
境
を
整
え
る
取
組
の
実
施
が
求
め
られ
て
い
る
。

背
景
・課
題

令
和

4年
度
「国
語
に
関
す
る
世
論
調
査
」か
ら

極
め
て
深
刻
：
ア
イヌ
語

重
大
な
危
険
：

八
重
山
語
・与
那
国
語

危
険
：

八
丈
語
・奄
美
語
・国
頭
語
・

沖
縄
語
・宮
古
語

○
文
化
審
議
会
国
語
分
科
会
に
お
け
る
審
議
との
関
係

●
調
査
及
び
調
査
研
究
（
国
語
に
関
す
る
実
態
調
査
）

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

審
議
デ
ー
タの
提
供
：

46
百
万
円
（

30
百
万
円
）

・
国
語
に
関
す
る
世
論
調
査
（
平
成
７
年
度
か
ら）

：
全
国

16
歳
以
上
の
個
人

6,
00

0人
対
象
。調

査
結
果
の
適
切
な
活
用
と周

知
の
取
組
。

・
国
語
施
策
に
関
す
る
調
査
研
究
（
拡
充
）
：
「国
語
分
科
会
で
今
後
取
り組

む
べ
き
課
題
（
報
告
）
」を
踏
ま
え
た
調
査
研
究
（
基
本
語
彙
、適

切
な
表
現
の
在
り方

）
●
国
語
問
題
研
究
協
議
会
等

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
審
議
内
容
の
周
知
等
：

6百
万
円
（
６
百
万
円
）

・
国
語
問
題
研
究
協
議
会

（
昭
和

25
年
度
か
ら）

：
教
育
関
係
者
等
を
対
象
に
、国

語
施
策
を
周
知
。

・
国
語
課
題
懇
談
会
（
令
和
５
年
度
か
ら）

：
有
識
者
等
を
対
象
に
、国

語
の
施
策
・課
題
に
つ
い
て
対
話
。（

文
化
審
議
会
（
国
語
分
科
会
）
を
補
完
す
る
た
め
、国

内
の
有
識
者
を
交
え
た
議
論
集
約
の
場
を
設
置
）

○
国
連
（
ユ
ネ
ス
コ
）
等
との
関
係

●
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
言
語
・方
言
の
活
性
化
・調
査
研
究
事
業

…
…

…
…

…
…

…
…

…
保
存
・継
承
：

43
百
万
円
（

23
百
万
円
）

・
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
言
語
・方
言
の
活
性
化
・調
査
研
究

（
平
成

22
年
度
か
ら）

：
記
録
作
成
・啓
発
、危

機
言
語
・方
言
サ
ミッ
ト、
研
究
協
議
会

・
ア
イヌ
語
の
保
存
・継
承
に
必
要
な
ア
ー
カイ
ブ
化
事
業

（
平
成

27
年
度
か
ら）

：
ア
ナ
ログ
資
料
の
デ
ジ
タル
化
、ア
ー
カイ
ブ
作
成
支
援

・
危
機
言
語
話
者
の
育
成
（
新
規
）
：
極
め
て
深
刻
と判

定
され
て
い
る
ア
イヌ
語
に
つ
い
て
の
話
者
の
育
成
。

○
社
会
的
な
関
心
等
との
関
係

●
国
語
に
関
す
る
ウ
ェブ
サ
イ
ト
の
充
実
（
令
和
６
年
度
か
ら）

…
…

…
…

…
…

…
…

…
情
報
発
信
：

11
百
万
円
（

11
百
万
円
）

・
情
報
サ
イト
の
整
備
：
世
論
調
査
の
結
果
等
も
活
用
しな
が
ら言

葉
の
使
い
方
（
慣
用
句
、敬

語
等
）
な
ど、
国
語
に
関
す
る
疑
問
を
感
じた
とき
に
参
照
可
能
な
情
報
サ
イト
を
整
備

事
業
内
容


自
分
の
言
葉
の
使
い
方
に

「気
を
使
って
い
る
」は
約

8割

気
を
使
って
い
る
点
は

「改
ま
った
場
で
、ふ
さ
わ
し
い
言
葉
遣
い
を
す
る
」

「敬
語
を
適
切
に
使
う」

「差
別
や
嫌
が
ら
せ
と受

け
取
ら
れ
か
ね
な
い
発
言

を
し
な
い
」

が
多
数

ユ
ネ
ス
コ「
世
界
消
滅
危
機
言
語
地
図
」か
ら

６
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